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「２０２３冬休みわくわく算数教室」を振り返って 
 

 １２月２４日から２８日に開催されました、「冬休みわくわく算数教室」。さっそくＳＰさんと子ども

たちの感想を読ませていただきました。子どもたちの感想は、

ＳＰさんたちの力ですね。ＳＰさんの感想はどれも秀逸で

した。例年、この「わくわく算数教室」にはたくさんの意欲・意識の高い学生さんが参加をしてくれて

いますが、今年は特に「わくわく算数教室」の 、取り組んでくれたＳＰさんが

多かったのだと感想を読ませていただき思いました。だからこそ、今回の算数教室では本当に子どもた

ちが楽しそうに、一生懸命に算数に取り組む姿がたくさん見られたのだと思います。参加してくださっ

たＳＰさん、ありがとうございました！来年も夏休み・冬休みともに開催予定ですので、また多くの学

生さんが参加をしてくれることを心待ちにしています。 

 では、子どもたちの喜びの声、ＳＰさんのすばらしい気づきがたくさん書かれた感想、ぜひご一読く

ださい。 

※「わくわく算数教室」のねらい・・・「わくわく算数教室」は学力補充の取り組みの一環として行いますが、「学力の向

上」以上に、 を第一の目標としています。 
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普段、なかなかゆっくり話をする機会がないのですが……。教師を目指しているＳＰさんに伝えたいことがあります。

ということです。 

私は、小学生の時から教師を目指していましたが、紆余曲折あり大学卒業後は一般企業に勤めていました。それまで教師目掛けて一直

線に進んできたので、私はそれ以外の職業には目もくれず学生時代を過ごしていました。そしていざ、企業に就職をした時、愕然とし

ました。 のだと。何を当たり前のことを言っているんだ？と思われるかもしれませんが、その通りです。

当たり前のことです。しかし、世間の言う“社会”と“学校”という社会には大きな違いがあったのだと知りました。 

 みなさんが教師になったら、何を追求して働いていくと思いますか？きっと、多くの人は、「子どもの成長」を追求して学校で働いて

いかれると思います。日夜、子どもたちの成長を願い、「どうしたらこの子たちが成長できるのか」、「そのために自分はどう指導してい

けば良いのか」、悩み、学び続けていかれると思います。では、世の中の大半の人、特に企業で働く人や経営をしている人は、何を追求

して働くのでしょうか……。それはズバリ、「売上＝お金」です。みなさんが子どものことを考えているその時間に、「どうしたらお店

（会社）の売り上げがあがるのか？」を考え、努力をしていきます。そして、みなさんがこれから関わっていく子どもたちの多くは、

そんな“学校の外の社会”で生きていきます。目の前の子どもたちを一緒に育てていく協力者である保護者の方々も、そんな“社会”

の中で生きています。“学校”という社会しか見てこなかった私にとって、“学校の外の社会”は、こんなにも厳しいものか、こんなに

も根本的に違いがあるものか、と身に染みて実感をしました。 

教師を目指すみなさんに、教師を目指すみなさんだからこそ、ぜひ“学校の外の社会”にアンテナを張ってほしいと思います。厳しい

言い方をすれば、 、とも思います。

“学校の外の社会”を知るために、いろいろなところに出掛けたり、本を読んだりするのもいいかもしれません。ニュースや流行のア

ニメ・ドラマを見るのもよいでしょう。でも、 かなと思います。教師になると多忙で、どうし

ても同業者との関わりが多くなりがちですが、ぜひ大学生のうちから教師以外の職業を目指している友人との交流を大切にしてくださ

い。“学校の外の社会”に生きている人の言葉を聞くと、ハッとさせられることもたくさんあると思います。もちろん、教師として働く

以上、その道の「プロ」として研鑽を重ねていくのは大切だと思います。しかし、多様性や変化の激しい時代になっているからこそ、

それだけではいけないのではないかと最近よく考えています。以上、長くなりましたが、少しでもみなさんの心に残れば幸いです。 


